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中小企業の技術開発を応援！ 

白金代替燃料電池触媒の開発

１．目的
燃料電池は水素を燃料とし，排出が水のみである非

常にクリーンな電源装置として期待されるが，触媒に白

金を用いるなど，高コストが課題の つに挙げられる。

そこで当センターでは白金に替わる触媒開発を目指し

た。当センターの独自技術である「カーボンフェルトマイ

クロ波プラズマ処理 」により酸化ジルコニウム

（ ）に酸素欠損を生じさせ，同時に，処理時に硫黄

を添加して撥水性を付与させた触媒の開発を検討し

た。

２．研究内容
触媒の合成

塩化酸化ジルコニウムの加水分解による水和ジルコ

ニア微粒子合成法で微粒子の を得た。

微粒子 と硫黄を粉砕混合した。その後， 合

成を行った。（図１） すなわち，混合した原料をカーボ

ンフェルトに挟み，ガラス容器に入れ，減圧しながら

のマイクロ波を照射して硫黄ドープ酸素欠損

酸化ジルコニウム（ ）触媒を得た。

 
図１ 概略図

評価

触媒の電気化学評価は， 硫酸中に窒

素及び酸素通気下で，サイクリックボルタンメトリー

（ ）を用いて行った。参照極には可逆水素電極

（ ），対極には白金ワイヤーを用いた。走引速度

，電位範囲 － の条件で評価した。

結晶構造は 線回折装置（ ）， 線光電子分光分

析（ ）を用いて測定した。

３．結果・考察
微粒子化した と，それを ℃焼成したもの，

処理したものの 測定の結果を図２に示した。

微粒子化した の パターンは塩化アンモニウ

ムに帰属した。また， °付近に幅広のピークがみら

れた。この結果から微粒子 は非晶質であると推測

できる。また、 ℃で焼成したものは単斜晶の の

パターンに帰属した。 処理したものは よ

りもやや低角度側にシフトしており， の パタ

ーンに類似した。従って，微粒子化した に 処

理した材料は酸素欠損が生成していたと推察される。

触媒の の結果を図３に示した。 触

媒は還元開始電位が ，電流密度

であった。 触媒の酸素還元開始電位

は ，電流密度 であった。

硫黄に起因する撥水効果によって，酸素欠損部が生成

した水に阻害されなくなったためと考えられた。

 
図２ 結果

図３ 測定結果
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